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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　所定の無線通信機能に使用される第１の発振信号を生成する第１の発振信号生成部と、
　上記第１の発振信号を局部発振信号として使用し、上記所定の無線通信機能による無線
通信を行う第１の通信部と、
　上記所定の無線通信機能とは別の機能に使用され、上記第１の発振信号の周波数とは異
なる少なくとも一つの周波数で発振する第２の発振信号を生成する第２の発振信号生成部
と、
　上記第１の発振信号と上記第２の発振信号とをミキシングして第３の発振信号を生成す
るミキシング部と、
　無線通信を行う際の使用周波数帯域に応じて、上記第１の発振信号と上記第３の発振信
号の何れかを選択する発振信号選択部と、
　上記発振信号選択部にて選択された発振信号を局部発振信号として使用し、無線通信を
行う第２の通信部とを有する無線通信装置。
【請求項２】
　上記発振信号選択部にて上記第１の発振信号が選択された時、上記第１の通信部と上記
第２の通信部によりダイバーシティ通信を行う請求項１記載の無線通信装置。
【請求項３】
　無線電話通信機能に使用される第１の発振信号を生成する第１の発振信号生成部と、
　上記第１の発振信号を局部発振信号として使用し、上記無線電話通信機能による無線電
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話通信を行う第１の通信部と、
　上記無線電話通信機能とは別の機能に使用され、上記第１の発振信号の周波数とは異な
る少なくとも一つの周波数で発振する第２の発振信号を生成する第２の発振信号生成部と
、
　上記第１の発振信号と上記第２の発振信号とをミキシングして第３の発振信号を生成す
るミキシング部と、
　無線通信を行う際の使用周波数帯域に応じて、上記第１の発振信号と上記第３の発振信
号の何れかを選択する発振信号選択部と、
　上記発振信号選択部にて選択された発振信号を局部発振信号として使用し、無線通信を
行う第２の通信部とを有する携帯電話端末。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複数の周波数帯域を用いて無線通信を行う無線通信装置及び携帯電話端末に
関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、携帯電話端末に利用される周波数は多様化されつつあり、例えばデュアルバンド
やトリプルバンドなど、今後は一台の携帯電話端末で複数の周波数帯域を取り扱うように
なることが予想される。
【０００３】
　図３には、異なる複数の周波数帯域を用いた無線通信を実現可能な無線通信端末の概略
構成例を示す。なお、この図３の例は、ダイバーシティ受信を行う受信部１０１の内部構
成についてのみ詳細を示している。
【０００４】
　この図３において、一方のダイバーシティアンテナ１１０にて受信された信号は、低雑
音増幅器（ＬＮＡ）１１１にて増幅され、フィルタ１１２にて所定のＲＦ帯域を通過させ
るフィルタリング処理及びイメージ除去処理が行われた後、ミキサ１１３へ送られる。
【０００５】
　ミキサ１１３には、複数の電圧制御発振器（ＶＣＯ）１３１，１３２，１３３，・・・
から出力される各々異なった周波数（ｆ＝ｆ１，ｆ＝ｆ２，ｆ＝ｆ３，・・・）の局部発
振信号（以下、ローカル信号と呼ぶ）の中から、ローカル信号切替スイッチ１３４にて選
択された所望の周波数のローカル信号が供給される。これにより、当該ミキサ１１３では
、上記ローカル信号切替スイッチ１３４にて選択されたローカル信号を用い、上記フィル
タ１１２から送られてきた受信信号の周波数変換が行われる。すなわち、この図３の構成
において、ローカル信号切替スイッチ１３４では、無線通信に使用する周波数帯域に応じ
て、上記複数のローカル信号の中から所望の周波数のローカル信号が選択される。なお、
ローカル信号切替スイッチ１３４の切替制御は、図示しないＣＰＵ等が行う。
【０００６】
　上記ミキサ１１３にて周波数変換された受信信号は、フィルタ１１４により低域通過フ
ィルタリング処理を受けた後、復調器１１５に送られる。
【０００７】
　復調器１１５では、上記フィルタ１１４から送られてきた受信信号の復調処理を行い、
その処理後の信号をベースバンド回路１０５へ送る。
【０００８】
　ベースバンド回路１０５では、上記復調処理後の受信信号に対して、例えば逆拡散処理
やデインターリーブ処理、誤り訂正処理等を行い、得られた受信データを図示しない後段
の構成（例えばＣＰＵ等）へ出力する。
【０００９】
　また、他方のダイバーシティアンテナ１２０にて受信された信号は、デュープレクサ１
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０３を介して低雑音増幅器（ＬＮＡ）１２１にて増幅され、フィルタ１２２にて所定のＲ
Ｆ帯域を通過させるフィルタリング処理及びイメージ除去処理が行われた後、ミキサ１２
３へ送られる。
【００１０】
　当該ミキサ１２３には、上記ミキサ１１３の場合と同様に、ローカル信号切替スイッチ
１３４にて選択された周波数のローカル信号が供給される。これにより、当該ミキサ１２
３では、上記ローカル信号切替スイッチ１３４にて選択されたローカル信号を用い、上記
フィルタ１２２から送られてきた受信信号の周波数変換が行われる。
【００１１】
　その後、上記ミキサ１２３にて周波数変換された受信信号は、フィルタ１２４により低
域通過フィルタリング処理を受けた後、復調器１２５にて復調処理を受けてからベースバ
ンド回路１０５へ送られる。
【００１２】
　一方、ベースバンド回路１０５にて誤り訂正符号の付加、インターリーブ処理、拡散処
理を受けて生成された送信信号は、送信部１０２に送られる。
【００１３】
　送信部１０２は、ベースバンド周波数の送信信号をＲＦ帯域へ周波数変換する処理、送
信信号を所定の送信電力へ増幅する処理等を行う。この送信部１０２から出力された送信
信号は、デュープレクサ１０３を介してアンテナ１２０へ送られ、当該アンテナ１２０か
ら送出される。
【００１４】
　なお、例えば特開平９－１８３７８号の公開特許公報（特許文献１）には、一つの局部
発振器を送信用と受信用で兼用することにより、小型で且つ送信時の不要スプリアスが発
生しない時分割多重通信用の無線回路が開示されている。
【００１５】
　また、例えば特開２００３－２０９４８０号の公開特許公報（特許文献２）には、電話
機本体部用のクロック発生器とクロック周波数を、ＦＭラジオ受信機用の基準周波数の整
数倍であり、且つ復調用周波数の整数倍である周波数に設定し、電話機本体部用のクロッ
ク発生器のクロックを、ＦＭラジオ受信機部のシステムクロックとして共用することで、
小型化、低消費電流化を図った電話装置が開示されている。
【００１６】
【特許文献１】特開平９－１８３７８号公報（第１図）
【特許文献２】特開２００３－２０９４８０号公報（第１図）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１７】
　ここで、異なる複数の周波数帯域を用いた無線通信を実現するには、上述の図３に示し
たように、それぞれ異なる周波数（ｆ＝ｆ１，ｆ＝ｆ２，ｆ＝ｆ３，・・・）のローカル
信号を出力する複数の電圧制御発振器（ＶＣＯ）１３１，１３２，１３３，・・・が必要
となり、装置の大型化とコストの上昇が避けられず、また、それら複数の電圧制御発振器
により回路基板の実装面積が消費されてしまうという問題がある。
【００１８】
　一方で、上述した特開平９－１８３７８号や特開２００３－２０９４８０号の各公開特
許公報に記載された技術のように、局部発振器やクロック発生器を兼用若しくは共用する
ことで、装置の大型化やコスト上昇を抑えることも考えられる。しかしながら、これら公
開公報記載の技術の場合は、何れにしても一つの周波数を用いた無線通信しか行えず、複
数の周波数を使用する無線通信を行うことはできず、したがって、そのような複数の周波
数を使用した無線通信を行うためには、やはり、それら複数の各周波数用の複数の局部発
振器やクロック発生器を用意しなければならず、装置の大型化とコストの上昇が避けられ
ない。
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【００１９】
　また例えば、複数の周波数を用いた無線通信が実用化された場合において、将来的には
、それら複数の周波数を同時に用いた無線通信が望まれるようになる可能性が高く、その
場合、上述の図３や特開平９－１８３７８号や特開２００３－２０９４８０号の各公開特
許公報に記載された技術では対応できない。
【００２０】
　本発明は、このような実情に鑑みて提案されたものであり、装置の大型化とコストの上
昇を抑えつつ、異なる複数の周波数帯域を用いた無線通信を実現可能とし、さらには、将
来的に複数の周波数を同時に用いた無線通信が望まれるようになった場合にも対応可能な
、無線通信装置及び携帯電話端末を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００２２】
　本発明の無線通信装置は、所定の無線通信機能に使用される第１の発振信号を生成する
第１の発振信号生成部と、第１の発振信号を局部発振信号として使用し、所定の無線通信
機能による無線通信を行う第１の通信部と、上記所定の無線通信機能とは別の機能に使用
され、上記第１の発振信号の周波数とは異なる少なくとも一つの周波数で発振する第２の
発振信号を生成する第２の発振信号生成部と、第１の発振信号と第２の発振信号とをミキ
シングして第３の発振信号を生成するミキシング部と、無線通信を行う際の使用周波数帯
域に応じて第１の発振信号と第３の発振信号の何れかを選択する発振信号選択部と、発振
信号選択部にて選択された発振信号を局部発振信号として使用し、無線通信を行う第２の
通信部とを有することにより、上述した課題を解決する。
【００２４】
　また、本発明の携帯電話端末は、無線電話通信機能に使用される第１の発振信号を生成
する第１の発振信号生成部と、第１の発振信号を局部発振信号として使用し、無線電話通
信機能による無線電話通信を行う第１の通信部と、無線電話通信機能とは別の機能に使用
され、第１の発振信号の周波数とは異なる少なくとも一つの周波数で発振する第２の発振
信号を生成する第２の発振信号生成部と、第１の発振信号と第２の発振信号とをミキシン
グして第３の発振信号を生成するミキシング部と、無線通信を行う際の使用周波数帯域に
応じて、第１の発振信号と第３の発振信号の何れかを選択する発振信号選択部と、発振信
号選択部にて選択された発振信号を局部発振信号として使用し、無線通信を行う第２の通
信部とを有することにより、上述した課題を解決する。
【００２５】
　すなわち、本発明によれば、第１の発振信号を局部発振信号として使用した無線通信と
、第１，第２の発振信号をミキシングして得た第３の発振信号を局部発振信号として使用
した無線通信とを、無線通信を行う際の使用周波数帯域に応じて切替選択可能となされて
いる。
【００２６】
　また、本発明によれば、第１の発振信号を局部発振信号として使用した無線通信と、第
１，第２の発振信号をミキシングして得た第３の発振信号を局部発振信号として使用した
無線通信とを同時に行うことが可能となされている。
【発明の効果】
【００２７】
　本発明においては、第１の発振信号を局部発振信号として使用した無線通信と、第１，
第２の発振信号をミキシングした第３の発振信号を局部発振信号として使用した無線通信
とを、無線通信を行う際の使用周波数帯域に応じて切替選択可能となされているため、装
置の大型化とコストの上昇を抑えつつ、異なる複数の周波数帯域を用いた無線通信を実現
可能となっている。
【００２８】
　また、本発明においては、第１の発振信号を局部発振信号として使用した無線通信と、
第１，第２の発振信号をミキシングして得た第３の発振信号を局部発振信号として使用し
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た無線通信とを同時に行うことが可能となされているため、複数の周波数を同時に用いた
無線通信が可能となっている。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２９】
　以下、図面を参照しながら、本発明の無線通信装置及び携帯電話端末の一実施形態につ
いて説明する。
【００３０】
　なお、本実施形態では、本発明の一例として携帯電話端末を挙げているが、勿論、ここ
で説明する内容はあくまで一例であり、本発明はこの例に限定されないことは言うまでも
ない。
【００３１】
〔第１の実施形態〕
　図１には、異なる複数の周波数帯域を用いた無線通信を実現可能な本発明の第１の実施
形態の携帯電話端末の概略構成例を示す。なお、この図１の例は、ダイバーシティ受信を
行う受信部１の内部構成についてのみ詳細を示している。
【００３２】
　この図１において、一方の受信系のダイバーシティアンテナ１０にて受信された信号は
、低雑音増幅器（ＬＮＡ）１１にて増幅され、フィルタ１２にて所定のＲＦ帯域を通過さ
せるフィルタリング処理及びイメージ除去処理が行われた後、ミキサ１３へ送られる。
【００３３】
　詳細については後述するが、ミキサ１３には、無線通信に使用する周波数帯域に応じた
周波数のローカル信号が供給される。これにより、ミキサ１３では、当該ローカル信号を
用い、上記フィルタ１２から送られてきた受信信号の周波数変換が行われる。
【００３４】
　上記ミキサ１３にて周波数変換された受信信号は、フィルタ１４により低域通過フィル
タリング処理を受けた後、復調器１５に送られる。
【００３５】
　復調器１５では、上記フィルタ１４から送られてきた受信信号の復調処理を行う。当該
復調器１５にて復調処理された後の受信信号は、端子１６を介して図示しないベースバン
ド回路へ送られる。
【００３６】
　なお、ベースバンド回路では、上記復調処理後の受信信号に対して、例えば逆拡散処理
やデインターリーブ処理、誤り訂正処理等を行い、得られた受信データを図示しない後段
の構成（例えばＣＰＵ等）へ出力する。
【００３７】
　また、他方の受信系のダイバーシティアンテナ２０にて受信された信号は、デュープレ
クサ３を介して低雑音増幅器（ＬＮＡ）２１にて増幅され、フィルタ２２にて所定のＲＦ
帯域を通過させるフィルタリング処理及びイメージ除去処理が行われた後、ミキサ２３へ
送られる。
【００３８】
　詳細については後述するが、ミキサ２３には、上記ミキサ１３の場合と同様に、無線通
信に使用する周波数帯域に応じた周波数のローカル信号が供給される。これにより、当該
ミキサ２３では、上記ローカル信号切替スイッチ３４にて選択されたローカル信号を用い
、上記フィルタ２２から送られてきた受信信号の周波数変換が行われる。
【００３９】
　その後、上記ミキサ２３にて周波数変換された受信信号は、フィルタ２４により低域通
過フィルタリング処理を受けた後、復調器２５にて復調処理を受けてから、端子２６を介
して図示しないベースバンド回路へ送られる。
【００４０】
　一方、ベースバンド回路にて誤り訂正符号の付加、インターリーブ処理、拡散処理を受
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けて生成された送信信号は、端子４を介して送信部２に送られる。
【００４１】
　送信部２は、ベースバンド周波数の送信信号をＲＦ帯域へ周波数変換する処理、送信信
号を所定の送信電力へ増幅する処理等を行う。この送信部２から出力された送信信号は、
デュープレクサ３を介してアンテナ２０へ送られ、当該アンテナ２０から送出される。
【００４２】
　ここで、本発明の第１の実施形態の携帯電話端末においては、以下に説明する構成によ
り、無線通信に使用する周波数帯域に応じた周波数のローカル信号を生成し、そのローカ
ル信号を上記ミキサ１３とミキサ２３へ供給するようになされている。
【００４３】
　近年の携帯電話端末には、電話機能以外に、例えばＦＭラジオ放送受信機能やテレビジ
ョン放送受信機能、無線ＬＡＮ通信機能、ブルートゥース（Bluetooth）通信機能など、
それぞれＲＦデバイスを利用する種々の機能（アプリケーション）を搭載している。また
、それら各機能が利用する各ＲＦデバイスは、各々独自にローカル信号を生成するために
、各自が電圧制御発振器（ＶＣＯ）を搭載している。
【００４４】
　本発明の第１の実施形態の携帯電話端末では、図１に示すように、それらＲＦデバイス
（図１では一例として一つのＲＦデバイス３０のみを示している）が搭載している電圧制
御発振器３１により生成されているＲＦローカル信号を用いて、上記電話機能に必要な周
波数のＲＦローカル信号を生成する。
【００４５】
　より具体的に説明すると、図１に示す第１の実施形態の携帯電話端末において、上記Ｒ
Ｆデバイス３０の電圧制御発振器３１により生成されている周波数（ｆ＝ｆａ）のローカ
ル信号ＬＯａは、ミキサ３２の一方の入力端子へ供給されている。
【００４６】
　また、当該ミキサ３２の他方の入力端子には、開閉スイッチ３３が閉成された時、電圧
制御発振器３４が発生している周波数（ｆ＝ｆ１）のローカル信号ＬＯ１が供給される。
【００４７】
　これにより、開閉スイッチ３３が閉成された時、上記ミキサ３２では、ＲＦデバイス３
０の電圧制御発振器３１が生成した周波数ｆａのローカル信号ＬＯａと、上記電圧制御発
振器３４が生成した周波数ｆ１のローカル信号ＬＯ１とがミキシングされることになる。
当該ミキサ３２にて上記ローカル信号ＬＯａとローカル信号ＬＯ１とがミキシングされて
得られた周波数（ｆ＝ｆ１＋ｆａ又はｆ１－ｆａ）のローカル信号ＬＯ２は、切替スイッ
チ３５の被切替端子ａに送られる。
【００４８】
　また、上記電圧制御発振器３４が生成している周波数ｆ１のローカル信号ＬＯ１は、切
替スイッチ３５の被切替端子ｂにも送られている。そして、当該切替スイッチ３５の共通
端子は、上記ミキサ１３及び２３と接続されている。
【００４９】
　上記切替スイッチ３５と開閉スイッチ３３は、無線通信に使用する周波数帯域に基づい
て、図示しないＣＰＵ等によりその切替及び開閉制御がなされ、ＣＰＵは、上記切替スイ
ッチ３５の被切替端子ａの選択と上記開閉スイッチ３３の閉成とが連動し、上記切替スイ
ッチ３５の被切替端子ｂの選択と上記開閉スイッチ３３の開成とが連動するように制御す
る。
【００５０】
　したがって、上記切替スイッチ３５の被切替端子ａ側が選ばれると共に開閉スイッチ３
３が閉成制御された時、上記ミキサ１３及び２３には、上記ローカル信号ＬＯａとローカ
ル信号ＬＯ１とがミキシングされた周波数（ｆ＝ｆ１＋ｆａ又はｆ１－ｆａ）のローカル
信号ＬＯ２が供給されることになり、一方、上記切替スイッチ３５にて被切替端子ｂ側が
選ばれると共に開閉スイッチが開成制御された時、上記ミキサ１３及び２３には、上記周
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波数ｆ１のローカル信号ＬＯ１が供給されることになる。
【００５１】
　以上説明したように、図１に示した第１の実施形態の携帯電話端末においては、電話機
能とは異なる別の機能にて利用されているＲＦデバイス３０の電圧制御発振器３１からの
周波数ｆａのローカル信号ＬＯａにローカル信号ＬＯ１をミキシングした周波数（ｆ＝ｆ
１＋ｆａ又はｆ１－ｆａ）のローカル信号ＬＯ２と、電圧制御発振器３４からの周波数ｆ
１のローカル信号ＬＯ１とを切り替えて使用することにより、別途新たに電圧制御発振器
を設ける必要が無く、装置の大型化とコストの上昇を抑えつつ、異なる複数の周波数帯域
を用いた無線通信が実現されている。
【００５２】
　なお、第１の実施形態では、ローカル信号ＬＯ２とローカル信号ＬＯ１の二つを切り替
えて使用する例を挙げたが、更に別のＲＦデバイスの電圧制御発振器にて生成されている
ローカル信号を用いて上述同様のミキシング処理を行うことにより、三つ以上のローカル
信号を切り替え使用することが可能である。
【００５３】
　また、上記ＲＦデバイス３０の電圧制御発振器３１では、ローカル信号ＬＯａの周波数
ｆａを微調整することが可能となされているため、本実施携帯の携帯電話端末では、当該
周波数ｆａを必要に応じて微調整することにより、上記ミキサ３２から出力されるローカ
ル信号ＬＯ２の周波数を微調整することが可能である。
【００５４】
〔第２の実施形態〕
　図２には、異なる複数の周波数帯域を用いて同時に無線通信を実現可能な本発明の第２
の実施形態の携帯電話端末の概略構成例を示す。なお、この図２の例は、受信部１の内部
構成についてのみ詳細を示している。また、この図２に示した第２の実施形態の携帯電話
端末において、上述した第１の実施形態の携帯電話端末と同じ構成要素には、図１と同じ
指示符号を付して、それらの詳細な説明については省略する。
【００５５】
　第２の実施形態の携帯電話端末においては、以下に説明する構成により、無線通信に使
用する複数の周波数帯域のローカル信号を生成し、それら各周波数のローカル信号を上記
ミキサ１３と２３へ供給するようになされている。
【００５６】
　より具体的に説明すると、図２に示す第２の実施形態の携帯電話端末において、上記Ｒ
Ｆデバイス３０の電圧制御発振器３１により生成されている周波数（ｆ＝ｆａ）のローカ
ル信号ＬＯａはミキサ３２に入力される。
【００５７】
　また、第２の実施形態の携帯電話端末において、上記電圧制御発振器３４が生成してい
る周波数ｆ１のローカル信号ＬＯ１は、前記他方の受信系のミキサ２３に供給されると共
に、切替スイッチ４３の共通端子にも供給される。
【００５８】
　そして、当該切替スイッチ４３の被切替端子ａは上記ミキサ３２と接続されている。し
たがって、切替スイッチ４３にて被切替端子ａが選択された時、ミキサ３２には、電圧制
御発振器３４が発生している周波数（ｆ＝ｆ１）のローカル信号ＬＯ１が供給されること
になる。これにより、ミキサ３２では、ＲＦデバイス３０の電圧制御発振器３１が生成し
た周波数ｆａのローカル信号ＬＯａと、上記電圧制御発振器３４が生成した周波数ｆ１の
ローカル信号ＬＯ１とがミキシングされることになる。当該ミキサ３２にて上記ローカル
信号ＬＯａとローカル信号ＬＯ１とがミキシングされた周波数（ｆ＝ｆ１＋ｆａ又はｆ１
－ｆａ）のローカル信号ＬＯ２は、切替スイッチ４２の被切替端子ａに送られる。
【００５９】
　切替スイッチ４２は、被切替端子ｂが上記切替スイッチ４３の被切替端子ｂと接続され
、共通端子が前記一方の受信系のミキサ１３に接続されている。そして、これら切替スイ
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ッチ４２と切替スイッチ４３は、無線通信に使用する周波数帯域に基づいて、図示しない
ＣＰＵ等によりその切替制御がなされ、ＣＰＵは、上記切替スイッチ４３の被切替端子ａ
の選択と上記切替スイッチ４２の被切替端子ａの選択とが連動し、上記切替スイッチ４３
の被切替端子ｂの選択と上記切替スイッチ４２の被切替端子ｂの選択とが連動するように
切替制御を行う。　これにより、上記切替スイッチ４３の被切替端子ａ側が選ばれると共
に上記切替スイッチ４２の被切替端子ａ側が選択制御されたとき、上記ミキサ１３には、
上記ローカル信号ＬＯａとローカル信号ＬＯ１とがミキシングされた周波数（ｆ＝ｆ１＋
ｆａ又はｆ１－ｆａ）のローカル信号ＬＯ２が供給されることになり、また、この時のミ
キサ２３には、上記周波数ｆ１のローカル信号ＬＯ１が供給されている。
【００６０】
　一方、上記切替スイッチ４３の被切替端子ｂ側が選ばれると共に上記切替スイッチ４２
の被切替端子ｂ側が選択制御されたときには、上記ミキサ１３とミキサ２３共に、上記周
波数ｆ１のローカル信号ＬＯ１が供給されることになる。
【００６１】
　以上説明したように、図２に示した第２の実施形態の携帯電話端末においては、上記切
替スイッチ４２及び４３にて共に被切替端子ａが選ばれたとき、ＲＦデバイス３０の電圧
制御発振器３１からの周波数ｆａのローカル信号ＬＯａにローカル信号ＬＯ１をミキシン
グした周波数（ｆ＝ｆ１＋ｆａ又はｆ１－ｆａ）のローカル信号ＬＯ２がミキサ１３に送
られ、一方、ミキサ２３には電圧制御発振器３４からの周波数ｆ１のローカル信号ＬＯ１
が送られることにより、異なる二つの周波数のローカル信号ＬＯ１，ＬＯ２を用いた無線
通信が同時に行われること、つまり、別途新たに電圧制御発振器を設ける必要が無く、装
置の大型化とコストの上昇を抑えつつ、異なる周波数チャネルを同時に用いた無線通信が
可能となる。なお、このように異なる周波数チャネルの同時無線通信を行う場合、上記Ｒ
Ｆデバイス３０の電圧制御発振器３１として、上記ローカル信号ＬＯ１の周波数ｆ１から
離れた周波数ｆａのローカル信号を発生するものに選定することで、十分なアイソレーシ
ョンをとって混信を防ぐようにする。
【００６２】
　また、第２の実施形態の携帯電話端末においては、上記切替スイッチ４２及び４３にて
共に被切替端子ｂが選ばれたとき、電圧制御発振器３４からの周波数ｆ１のローカル信号
ＬＯ１がミキサ１３及び２３へ送られることにより、アンテナ１０と２０を用いたダイバ
ーシティ方式の無線通信が行われることになる。
【００６３】
　なお、第２の実施形態では、ローカル信号ＬＯ２とローカル信号ＬＯ１の二つを同時に
使用する例を挙げたが、更に別のＲＦデバイスの電圧制御発振器にて生成されているロー
カル信号を用いて上述同様のスイッチ切替及びミキシング処理を行うことにより、三つ以
上のローカル信号を同時に用いた無線通信が可能となる。
【００６４】
　そして、当該第２の実施形態の携帯電話端末によれば、複数の周波数帯域を用いて同時
に無線通信を実行できるため、例えば一方の受信系を利用して通話を行いながら、他方の
受信系を用いて電子メールの送受信を行ったり、一方の受信系を利用して通話しながら他
方の受信系を利用してテレビジョン放送やラジオ放送の受信を行ったり、一方の受信系を
利用して通話しながら他方の受信系でインターネットや無線ＬＡＮに接続したりすること
、或いは、一方の受信系で或る周波数チャネルの信号を受信し、他方の受信系で別の周波
数チャネルの信号を受信しているような場合において、それら一方の受信系と他方の受信
系での受信周波数チャネルを必要に応じて相互に切り替えるようなことが可能となる。
【００６５】
〔まとめ〕
　以上説明したように、本発明の第１，第２の実施形態の携帯電話端末においては、電話
機能とは異なる別の機能用のＲＦデバイスで用いられるローカル信号と電話機能用のロー
カル信号とをミキシングすることにより、別途新たに電圧制御発振器を設ける必要が無く
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、装置の大型化とコストの上昇を抑えつつ、異なる複数の周波数帯域を用いた無線通信を
実現することができる。また、本発明の第２の実施形態の携帯電話端末においては、複数
の異なる周波数帯域を用いて同時に無線通信を行うことが可能となる。
【００６６】
　なお、上述した各実施形態の説明は、本発明の一例である。このため、本発明は上述し
た実施形態に限定されることなく、本発明に係る技術的思想を逸脱しない範囲であれば、
設計等に応じて種々の変更が可能であることはもちろんである。
【００６７】
　本発明の無線通信装置は、携帯電話端末に限定されず、無線通信機能を備えたＰＤＡ装
置（PDA：Personal Digital Assistants）やノート型のパーソナルコンピュータ、携帯型
の電子ゲーム装置等にも適用可能である。
【図面の簡単な説明】
【００６８】
【図１】本発明の第１の実施形態の携帯電話端末の無線通信系の概略的な内部回路構成を
示す図である。
【図２】本発明の第２の実施形態の携帯電話端末の無線通信系の概略的な内部回路構成を
示す図である。
【図３】複数の電圧制御発振器を切替使用して複数の周波数帯域で無線通信を行う一般的
な無線通信装置の概略的な内部回路構成を示す図である。
【符号の説明】
【００６９】
　１　受信部、２　送信部、３　デュープレクサ、４，１６，２６　端子、１０，２０　
アンテナ、１１，２１　低雑音増幅器（ＬＮＡ）、１２，１４，２２，２４　フィルタ、
１３，２３，３２　ミキサ、１５，１６　復調器、３０　ＲＦデバイス、３１，３４　電
圧制御発振器（ＶＣＯ）、３３　開閉スイッチ、３５，４２，４３　切替スイッチ
【図１】 【図２】
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